
   

小児がんはご本人だけではなく、家族にも大き

な影響があります。成人のがんとは違い、小児が

ん家族のための相談支援を行うピアサポーターの

存在が大きいといわれ、小児がんの相談に携わる

家族に対する研修プログラムが、毎年「小児がん

ピアサポート推進協議会」主催で開催されていま

した。今年は新型コロナウイルスの影響により、

一時開催が危ぶまれましたが、オンデマンドによ

る講義聴講と講演のライブ中継という形で開催さ

れました。今年は当院患者会「ほほえみの会」が

中心となり、医師や看護師、チャイルドライフス

ペシャリストも講師として参加しました。オンラ

イン参加という利便性もあり、今年は 70名以上

の経験者やご家族が参加されました。興味のある

方は、下記アドレスにアクセスしてください｡

https://cc-peersupport.com/ 

オンラインによるイベントや催事が、少しずつはじまりだしました 
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小児がん相談室編集後記 

静岡県立こども病院 小児がん相談室発行 

かきつばたの花言葉は「幸福は必ず訪れる」です 

 

 

 
 

小児・AYA 世代がんピアサポートサミット＠zoom 

イベントのお知らせ 
「AYAがんの医療と支援のあり方研究会」 
2021/3/20～21 完全オンライン開催 

 

「ゴールドリボンチョコレート」販売開始 
がんの子どもを守る会恒例「チャリティーグ

ッズ販売」が始まりました。ご希望の方は小児

がん相談室までお問い合わせください。 

朝晩、冷え込むようになりました。この時
期はインフルエンザに細心の注意を払う
時期ですが、今年は新型コロナウイルスの
影響もあり、いつもにも増して神経を使い
ますね。ご家族・きょうだいも健康管理に
留意し、うがい・手洗いはもちろんのこと、
よく寝て、よく食べて、よく笑って、ウイ
ルスを吹き飛ばしましょう！ かとゆ 

小児がん相談室編集後記 

 

小児がんピアサポーター養成講座 

静岡県内にある「NPO 法人がんのこどものトー

タルケア研究会静岡」では、今年初の試みで「患

者会サミット」を開催しました。県内の患者会活

動の紹介、小児がん患者さんやご家族、経験者だ

から分かり合える意見交換、患者さん同士の交流

やネットワーク構築を目的としています。第一回

を企画した矢先に新型コロナウイルス問題が生じ

てしまい、会場で直接交流を深めることはできま

せんでしたが、オンラインで、お互いの存在を感

じながらの意見交換となりました。第一回という

こともあり、皆はじめは緊張していましたが、

徐々に打ち解けていきました。来年、どのような

形式になるかわかりませんが、「NPO 法人がんのこ

どものトータルケア研究会静岡」では、患者会と

当事者やご家族が交流できる場を提供していきた

いと考えています。 

小児がんピアサポート推進協議会 


